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研究成果の概要（和文）：(i) Web上の様々な医療・健康情報の間に潜在的に存在する同意、対立、根拠等の隠れた論
理的関係を同定する言論間関係認識技術を研究開発した。(ii) (i)の要素技術として、大規模言語データからの知識獲
得、述語項構造解析の洗練、仮説推論の高速化と機械学習に関する研究に取り組んだ。(iii) (i)(ii)の技術をソーシ
ャルメディア上の情報に対する信頼性分析に応用し、ソーシャルメディア分析のケーススタディを行った。(iv) ネッ
ト調査を行い、批判的思考態度や教育歴がヘルスリテラシーを高め、適切なネット上の医療・健康、食品安全性に関す
る情報の利活用を促進していることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project (i) developed a computational model for recognizing the logical 
relations between health-related textual information across Wed documents, (ii) conducted research on 
large-scale knowledge acquisition from documents, predicate-argument structure analysis, and scalable and 
trainable abductive reasoning as the basic technologies for (i), (iii) conducted several case studies of 
social media analysis based on (i) and (ii), and (iv) revealed through net surveys that critical thinking 
and education helps health literacy and enhances the effective use of health-related information on the 
Web.

研究分野：自然言語処理
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１．研究開始当初の背景 
 
玉石混淆の情報が散在するネットにおいて
質の高い有用な医療・健康情報を選択的に利
活用するためには，ばらばらな情報を組織化
し，相互の関係性の俯瞰を可能にする高度な
情報編集技術が必要である．また，ユーザ自
身がこうした技術をうまく利用して，個々の
情報の信憑性を冷静に判断し，効果的に利用
する能力，すなわちヘルスリテラシーを養い，
実践することも重要である．  
 
２．研究の目的 
 
ネットユーザの情報信憑性判断を支援し，そ
の能力を育成するウェブ情報分析環境を医
療健康領域に研究開発する．具体的には，第
１に，ネット上の広範な情報の間の整合性を
自動的に解析する仕組みを言語情報処理技
術によって実現する．第２に，上の仕組みを
利用して，ユーザがネット上の情報の信憑性
を無理なく自然に判断できるように補助す
るウェブ情報分析環境を構築する．第３に，
多様な市民を対象とするネット調査を通し
て，ネット情報の信憑性判断およびヘルスリ
テラシーに関する心理学的検証を行う． 
 
３．研究の方法 
 
情報科学者である乾（研究代表者）と研究グ
ループと認知心理学者である楠見（分担者）
の研究グループが密に連携・協調しながら，
（１）相対言論空間の自動生成，（２）ウェ
ブ情報分析環境の構築，（３）ヘルスリテラ
シーの支援と教育，からなる研究課題に取り
組む．（１）については，研究代表者の乾が
これまでに開発してきた，文間の論理的関係
（同意，対立，根拠等）を認識する技術を発
展させ，より精緻な文間関係の解析，それを
支える意味談話解析，推論機構に関する研究
を行った．（２）については，乾のグループ
が（１）の成果に基づいてウェブ情報分析環
境を構築し，医療健康ドメインの情報を中心
に情報信憑性分析のケーススタディを行う．
（３）は教育心理学の専門家である楠見（研
究分担者）のグループが主に分担し，ネット
調査によって大規模な心理学的調査・検証を
行い，その成果を（２）にフィードバックす
る． 
 
４．研究成果 
 
（１）相対言論空間の自動生成 
①	
 大規模言語データからの広範な言語知
識・世界知識の自動獲得に関する研究を行
い，ウェブコーパスからの関係表現パター
ンと関係インスタンスを大規模に獲得す
るなどの成果を得た． 

②	
 述語項構造解析と事実性解析に関する研
究を進め，課題の深い分析，コーパスや解

析ツールの公開などを行った． 
③	
 大規模な知識ベース上での推論に耐える
高速で機械学習可能な論理推論方式に関
する研究を行い，整数線形計画法を応用し
た画期的な方式で米国の既存システムよ
り 1 万倍以上速く動作する世界最高速の
仮説推論システムを開発し，それによって
仮説論理推論の機械学習を実現させ，省略
補完等を含む統合的な意味計算方式構築
構築の手がかりを得た． 

④	
 上の成果を総合した文間関係解析器を開
発するとともに，自然論理の拡張と機械学
習の導入によって文間の論理的関係を精
緻に解析する計算モデルの研究を行った． 

 
（２） ウェブ情報分析環境の構築 
	
 （１）で開発した技術を応用して，「情報
の信頼性」の検証を支援するウェブ情報分析
環境を構築した． 

 
 

 
 
	
 具体的には，大規模な言語データの集合か
ら誤情報の可能性の高い情報をマイニング
する技術，誤情報の拡散と収集のトレンドを
可視化する技術などを開発した．東日本大震
災の発生とその後にネット上で生じた情報
の混乱を受けて，ソーシャルメディア，とく
に Twitter上に拡散したデマ・誤情報の大規
模解析，福島県の農産物の風評被害に関する
大規模言語データ解析など，上の情報分析環
境を用いた学際的研究を展開した．誤情報の
拡散・収集のパターンを大規模なデータに基
づいて明らかにするなど，社会学的にも有益
な知見を得た． 
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図  1	
 誤情報の収集・集約・可視化  

図  2	
 誤情報候補のマイニング  



 
（３）ヘルスリテラシーの支援・教育方法 
	
 被災県，首都圏，関西圏の男女市民，また
全国の男女市民を対象に 800人から 1500人
の規模で数回にわたりネット調査を実施し， 
ネット上の医療や健康，食品安全性情報を利
活用の実態と信頼性評価，健康情報 TV番組
視聴，ネットの情報に基づく薬や健康法の効
果の判断の仕方や食品安全性の知識（ヘルス
リテラシー），医療への満足度，食品のリス
ク認知や好み，批判的思考態度などについて
尋ねた．その結果，批判的思考態度や教育歴
が，ヘルスリテラシーを高め，適切なネット
上の医療・健康，食品安全性に関する情報の
利活用を促進していることを明らかにした． 
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